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2010 年度 Union教養講座シリーズ 開催 
  広島大学教職員組合では、執行委員の全学への紹介を兼ねて、組合主催の教養講座を開催いたします。 

執行委員が自分の専門分野や得意分野について講演したり、参加者とともに作品を作ったりするかたちで、 

学内の教職員・学生に止まらず広く一般にも公開して行ないます。 

参加費は無料です。是非、お気軽にご参加下さい。 

 

Union 教養講座実施スケジュール 時間 18:30～19:30 （1 時間）  

年 月 日 所属支部 担 当 者 テ    ー   マ 場    所 

2010 年 

10/22（金） 

国際協力研究科

支部 

マハラジャン・

ケシャブ・ラル 

カースト制度：分業？権力構造？ 

ネパールにおける実態は 

東広島 キャンパス 

法経１５５号教室 

11/19（金） 霞支部  

大学病院 

河村 明江  

木河 由紀子 

手芸講習会（ブックカバー作り） 

講師：田村裕子（霞支部支部長 歯科衛生士） 

霞 キャンパス  

歯学部中会議室 

12/17（金） 総合科学部 

支部 

平手 友彦 えっ、なんでこれで終わりなの？  

― ヨーロッパ映画の分かりにくさ ―    

東広島 キャンパス 

法経１５５号教室 

2011 年 

1/21（金） 

教育学研究科 

支部 

前杢 英明 謎の文明・インダス 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室 

2/18（金） 附属中高支部 大方 祐輔 身のまわりの「科学」に触れながら楽しく「理

科」を学習しよう！ 

～「小学生のための化学実験講座」の実践より～ 

霞 キャンパス 

入院棟カンファレンス２ 

3/18（金） 社会科学研究科

支部 

吉田 修 国際政治とヒロシマの平和 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

4/22（金） 生物生産学部 

支部 

海野 徹也 広島の海の幸を知る 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

5/20（金） 霞支部  

大学病院 

河村 明江  

木河 由紀子 

皆が幸福で健康に生きていくために 

････看護師体験から伝えたいこと････ 

霞 キャンパス 

入院棟カンファレンス２ 

6/24（金） 工学研究科 

支部 

中山 祐正 環境問題とプラスチック 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

7/22（金） 文学研究科 

支部 

伊藤 奈保子 日本の密教寺院から 

インドネシアの宗教史を探ろう 

東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

8/26（金） 理学部支部 若木 宏文 多変量統計解析入門 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

当日参加 歓迎 !!ですが 資料や材料の準備がありますので、できるだけ事前に下記へお申込ください。 

「希望講座名・お名前・連絡先」をお知らせください。 

TEL/FAX 082-422-7556 内線（東広島 84）5390 E メール jwada@hiroshima-u.ac.jp （担当 和田）  

 

本紙「ひろば」は 2009 年 12 月より間があきましたが、今月

より隔月発行再開いたします。次号は 11 月下旬発行予定です。 

      大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護の実現を  

国会請願署名 実施中！  

このたび、広島大学教職員組合 霞支部では表題の署名活動に取り組むこと

にいたしました。賛同いただける方ならどなたでも署名できます。夜勤回数を

減らし、安全・安心の医療・介護の実現は私達医療に関わる者の共通の願いで

す。一人でも多くの声を国会に届けましよう。霞の各部署には署名用紙を配布

しておりますが、その他ご協力いただける方は組合までご連絡下さい。学内便

でお送りします。10 月半ばまで実施予定。  

 

 

霞支部  

より  

  

 

今月号の内容 
 
【活動実績】 この間の取り組み報告 
【ニュース】 過半数労働者代表のご案内 
【掲示板】 2010年度Union教養講座シリーズ開催  
      霞支部より「国会請願署名  実施中！」  

No.37 
2010 年 9 月 25 日発行  

 

 

広島大学で働くみなさまへ  

だれでも 気軽に いろいろ 楽しく  

育
士
の
契
約
専
門
職
員
で
の
雇
用
を
含
む
給

与
水
準
の
改
善
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
保
育
内

容
や
保
育
料
も
維
持
で
き
ま
し
た
。 

②
全
て
の
契
約
一
般
職
員
等
の
号
俸
延
長 

 

平
成
一
三
年
に
一
方
的
に
労
働
条
件
を
切

り
下
げ
ら
れ
た
職
員
の
不
利
益
問
題
に
つ
い

て
、
該
当
職
員
（
組
合
員
）
と
と
も
に
団
体
交

渉
を
行
な
う
等
し
て
交
渉
を
続
け
て
来
ま
し

た
が
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
か
ら
「
フ
ル
タ
イ

ム
」
へ
の
原
状
復
帰
と
と
も
に
、
「
７
年
間
の

不
利
益
の
補
償
」
に
つ
い
て
は
、
契
約
一
般
職

員
及
び
契
約
技
術
職
員
全
体
の
本
給
表
を
改

定
し
、
こ
れ
ま
で
５
号
俸
で
頭
打
ち
だ
っ
た
号

俸
数
を
９
号
俸
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
実
現

し
ま
し
た
。
こ
の
契
約
一
般
・
技
術
職
員
の
全

体
に
適
用
さ
れ
る
本
給
表
は
、
今
年
４
月
１
日

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

③
給
与
減
額
改
定
時
の
減
額
分
使
途
の
確
認 

 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
大
学
の
給
与
減
額

方
針
に
対
し
て
団
体
交
渉
を
行
な
い
、
昨
年
一

一
月
、
「
減
額
分
は
全
額
を
人
件
費
に
用
い
」
、

「
減
額
分
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
団
体
交
渉
に

お
い
て
協
議
す
る
」
こ
と
、
及
び
、
「
給
与
費

に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
は
二
〇
一

一
年
六
月
末
を
以
て
行
う
」
こ
と
を
合
意
確
認

し
ま
し
た
。 

④
時
短
実
施
に
伴
な
う
増
員
と
手
当 

 

翠
（
中
高
）
・
福
山
・
三
原
地
区
で
は
時
短

環
境
整
備
の
た
め
に
各
２
名
の
契
約
職
員
増

員
を
実
現
し
、
１
人
当
り
業
務
量
削
減
に
寄
与

し
ま
し
た
。
現
場
か
ら
「
今
年
度
よ
り
契
約
職

員
２
名
が
雇
用
さ
れ
、
事
務
職
で
働
い
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
沢
山
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
て
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
学
よ
り
昨
年
の
一
〇
月
か
ら
と
提

案
さ
れ
た
時
短
実
施
が
今
年
１
月
か
ら
（
附
属

は
４
月
か
ら
）
へ
と
遅
れ
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
遅
れ
た
期
間
の
時
短
未
実
施
分
に
対
す
る

代
償
措
置
と
し
て
の
手
当
支
給
を
実
現
で
き

ま
し
た
。 

 

⑤
雇
用
打
ち
切
り
通
告
の
撤
回 

 

長
年
に
わ
た
っ
て
勤
務
し
て
来
た
契
約
一

般
職
員
に
対
し
て
今
年
３
月
末
で
の
契
約
打

ち
切
り
が
通
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
実
質

的
解
雇
に
相
当
し
、
判
例
及
び
法
令
に
違
反
す

る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
撤
回
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

⑥
特
別
時
間
外
労
働
の
割
増
率
ア
ッ
プ 

 

今
年
４
月
の
就
業
規
則
改
定
に
関
す
る
労

使
交
渉
に
お
い
て
、
月
四
五
時
間
超
～
六
〇
時

間
以
下
の
特
別
時
間
外
労
働
の
割
増
率
を
二

五
％
→
三
〇
％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
４
月
１
日
の
労
働
分
よ
り
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

⑦
看
護
師
長
と
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
問
題 

 

霞
地
区
労
働
者
代
表
が
看
護
師
長
に
昇
進

し
た
こ
と
に
対
す
る
大
学
の
適
格
性
疑
義
を

受
け
て
団
体
交
渉
を
行
な
い
、
給
与
規
則
第
二

四
条
に
規
定
す
る
「
管
理
職
員
」
と
労
働
基
準

法
の
い
わ
ゆ
る
「
管
理
監
督
者
」
と
の
関
係
を

根
本
的
に
再
検
討
し
て
今
年
度
一
杯
を
目
処

に
再
整
理
し
、
「
管
理
職
員
」
か
ら
外
れ
た
職

員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
的
業
務
を
職
務
負

担
に
応
じ
た
手
当
の
支
給
対
象
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

⑧
身
体
障
害
に
応
じ
た
施
設
の
改
善 

 

身
体
に
障
害
を
負
っ
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
施
設
の
改
善
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
組
合
も
支
援
し

て
そ
の
実
現
を
図
り
ま
し
た
。 

⑨
時
間
外
労
働
の
給
与
未
払
分
の
請
求 

 

依
然
と
し
て
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る
給
与

が
適
正
に
支
払
わ
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
り

ま
す
。
相
談
の
あ
っ
た
組
合
員
に
つ
い
て
、
現

在
、
過
去
２
年
間
に
遡
っ
た
請
求
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。  

 

                               (

小
薮)

 

 

（
注
）
①
②
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
特
集

す
る
予
定
で
す
。 

 

 

書
記
局
専
従
体
制
の
不
安
定
さ
か
ら
、
組
合

機
関
紙
「
ひ
ろ
ば
」
の
発
行
が
長
期
に
わ
た
っ

て
滞
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
今
後
は

隔
月
の
ペ
ー
ス
で
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

久
し
振
り
と
な
る
今
回
は
、
こ
の
お
よ
そ
１

年
間
の
主
要
な
、
組
合
の
要
求
に
よ
り
実
現
し

た
事
例
や
取
り
組
み
の
概
略
を
ご
報
告
し
ま

す
。 

 

現
代
社
会
の
中
で
働
く
私
た
ち
は
、
経
営
体

の
論
理
や
理
不
尽
な
対
応
を
強
い
ら
れ
る
場

面
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ
は
法
令
に
違
反
す
る
も

の
で
あ
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
契
約
を
一
方
的

に
不
利
益
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る

い
は
、
担
え
そ
う
も
な
い
大
き
な
負
担
の
押
し

付
け
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
場
合
に
、
ば
ら
ば
ら
の
個
人
で
は
そ
れ

へ
の
対
抗
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

こ
こ
に
労
働
組
合
に
結
集
し
て
対
抗
す
る
意

義
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
労
働
条
件
の
改
善
に

向
け
て
も
同
様
で
す
。 

未
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
方
が
組

合
へ
入
ら
れ
、
共
に
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 

①
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
の
直
営
化
と
雇
用
確
保 

 

保
育
園
利
用
者
ら
に
よ
り
自
主
運
営
さ
れ

て
い
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
」
（
霞
キ
ャ
ン
パ

ス
内
）
を
大
学
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
こ

と
は
園
関
係
者
た
ち
の
か
ね
て
か
ら
の
願
い

で
し
た
が
、
一
方
で
、
民
間
委
託
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
や
園
で
働
く
職
員

の
雇
用
、
保
育
内
容
や
保
育
料
の
変
動
と
い
っ

た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

し
て
、
園
の
職
員
全
員
が
組
合
へ
加
入
し
、
組

合
・
園
職
員
・
保
護
者
・
Ｏ
Ｂ
が
一
体
と
な
っ

て
粘
り
強
く
大
学
と
交
渉
し
た
結
果
、
昨
年
一

〇
月
一
日
に
大
学
直
営
が
実
現
し
、
園
職
員
全

員
の
直
接
雇
用
が
保
障
さ
れ
る
と
と
も
に
保

 

取
り
組
み
報
告 







（１）                                                                                                                                                                                                        （４） 

 

2010 年度 Union教養講座シリーズ 開催 
  広島大学教職員組合では、執行委員の全学への紹介を兼ねて、組合主催の教養講座を開催いたします。 

執行委員が自分の専門分野や得意分野について講演したり、参加者とともに作品を作ったりするかたちで、 

学内の教職員・学生に止まらず広く一般にも公開して行ないます。 

参加費は無料です。是非、お気軽にご参加下さい。 

 

Union 教養講座実施スケジュール 時間 18:30～19:30 （1 時間）  

年 月 日 所属支部 担 当 者 テ    ー   マ 場    所 

2010 年 

10/22（金） 

国際協力研究科

支部 

マハラジャン・

ケシャブ・ラル 

カースト制度：分業？権力構造？ 

ネパールにおける実態は 

東広島 キャンパス 

法経１５５号教室 

11/19（金） 霞支部  

大学病院 

河村 明江  

木河 由紀子 

手芸講習会（ブックカバー作り） 

講師：田村裕子（霞支部支部長 歯科衛生士） 

霞 キャンパス  

歯学部中会議室 

12/17（金） 総合科学部 

支部 

平手 友彦 えっ、なんでこれで終わりなの？  

― ヨーロッパ映画の分かりにくさ ―    

東広島 キャンパス 

法経１５５号教室 

2011 年 

1/21（金） 

教育学研究科 

支部 

前杢 英明 謎の文明・インダス 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室 

2/18（金） 附属中高支部 大方 祐輔 身のまわりの「科学」に触れながら楽しく「理

科」を学習しよう！ 

～「小学生のための化学実験講座」の実践より～ 

霞 キャンパス 

入院棟カンファレンス２ 

3/18（金） 社会科学研究科

支部 

吉田 修 国際政治とヒロシマの平和 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

4/22（金） 生物生産学部 

支部 

海野 徹也 広島の海の幸を知る 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

5/20（金） 霞支部  

大学病院 

河村 明江  

木河 由紀子 

皆が幸福で健康に生きていくために 

････看護師体験から伝えたいこと････ 

霞 キャンパス 

入院棟カンファレンス２ 

6/24（金） 工学研究科 

支部 

中山 祐正 環境問題とプラスチック 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

7/22（金） 文学研究科 

支部 

伊藤 奈保子 日本の密教寺院から 

インドネシアの宗教史を探ろう 

東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

8/26（金） 理学部支部 若木 宏文 多変量統計解析入門 東広島 キャンパス 

法経１５５号教室（予定） 

当日参加 歓迎 !!ですが 資料や材料の準備がありますので、できるだけ事前に下記へお申込ください。 

「希望講座名・お名前・連絡先」をお知らせください。 

TEL/FAX 082-422-7556 内線（東広島 84）5390 E メール jwada@hiroshima-u.ac.jp （担当 和田）  

 

本紙「ひろば」は 2009 年 12 月より間があきましたが、今月

より隔月発行再開いたします。次号は 11 月下旬発行予定です。 

      大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護の実現を  

国会請願署名 実施中！  

このたび、広島大学教職員組合 霞支部では表題の署名活動に取り組むこと

にいたしました。賛同いただける方ならどなたでも署名できます。夜勤回数を

減らし、安全・安心の医療・介護の実現は私達医療に関わる者の共通の願いで

す。一人でも多くの声を国会に届けましよう。霞の各部署には署名用紙を配布

しておりますが、その他ご協力いただける方は組合までご連絡下さい。学内便

でお送りします。10 月半ばまで実施予定。  

 

 

霞支部  

より  

  

 

今月号の内容 
 
【活動実績】 この間の取り組み報告 
【ニュース】 過半数労働者代表のご案内 
【掲示板】 2010年度Union教養講座シリーズ開催  
      霞支部より「国会請願署名  実施中！」  

No.37 
2010 年 9 月 25 日発行  

 

 

広島大学で働くみなさまへ  

だれでも 気軽に いろいろ 楽しく  

育
士
の
契
約
専
門
職
員
で
の
雇
用
を
含
む
給

与
水
準
の
改
善
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
保
育
内

容
や
保
育
料
も
維
持
で
き
ま
し
た
。 

②
全
て
の
契
約
一
般
職
員
等
の
号
俸
延
長 

 

平
成
一
三
年
に
一
方
的
に
労
働
条
件
を
切

り
下
げ
ら
れ
た
職
員
の
不
利
益
問
題
に
つ
い

て
、
該
当
職
員
（
組
合
員
）
と
と
も
に
団
体
交

渉
を
行
な
う
等
し
て
交
渉
を
続
け
て
来
ま
し

た
が
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
か
ら
「
フ
ル
タ
イ

ム
」
へ
の
原
状
復
帰
と
と
も
に
、
「
７
年
間
の

不
利
益
の
補
償
」
に
つ
い
て
は
、
契
約
一
般
職

員
及
び
契
約
技
術
職
員
全
体
の
本
給
表
を
改

定
し
、
こ
れ
ま
で
５
号
俸
で
頭
打
ち
だ
っ
た
号

俸
数
を
９
号
俸
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
実
現

し
ま
し
た
。
こ
の
契
約
一
般
・
技
術
職
員
の
全

体
に
適
用
さ
れ
る
本
給
表
は
、
今
年
４
月
１
日

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

③
給
与
減
額
改
定
時
の
減
額
分
使
途
の
確
認 

 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
大
学
の
給
与
減
額

方
針
に
対
し
て
団
体
交
渉
を
行
な
い
、
昨
年
一

一
月
、
「
減
額
分
は
全
額
を
人
件
費
に
用
い
」
、

「
減
額
分
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
団
体
交
渉
に

お
い
て
協
議
す
る
」
こ
と
、
及
び
、
「
給
与
費

に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
は
二
〇
一

一
年
六
月
末
を
以
て
行
う
」
こ
と
を
合
意
確
認

し
ま
し
た
。 

④
時
短
実
施
に
伴
な
う
増
員
と
手
当 

 

翠
（
中
高
）
・
福
山
・
三
原
地
区
で
は
時
短

環
境
整
備
の
た
め
に
各
２
名
の
契
約
職
員
増

員
を
実
現
し
、
１
人
当
り
業
務
量
削
減
に
寄
与

し
ま
し
た
。
現
場
か
ら
「
今
年
度
よ
り
契
約
職

員
２
名
が
雇
用
さ
れ
、
事
務
職
で
働
い
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
沢
山
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
て
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
学
よ
り
昨
年
の
一
〇
月
か
ら
と
提

案
さ
れ
た
時
短
実
施
が
今
年
１
月
か
ら
（
附
属

は
４
月
か
ら
）
へ
と
遅
れ
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
遅
れ
た
期
間
の
時
短
未
実
施
分
に
対
す
る

代
償
措
置
と
し
て
の
手
当
支
給
を
実
現
で
き

ま
し
た
。 

 

⑤
雇
用
打
ち
切
り
通
告
の
撤
回 

 

長
年
に
わ
た
っ
て
勤
務
し
て
来
た
契
約
一

般
職
員
に
対
し
て
今
年
３
月
末
で
の
契
約
打

ち
切
り
が
通
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
実
質

的
解
雇
に
相
当
し
、
判
例
及
び
法
令
に
違
反
す

る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
撤
回
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

⑥
特
別
時
間
外
労
働
の
割
増
率
ア
ッ
プ 

 

今
年
４
月
の
就
業
規
則
改
定
に
関
す
る
労

使
交
渉
に
お
い
て
、
月
四
五
時
間
超
～
六
〇
時

間
以
下
の
特
別
時
間
外
労
働
の
割
増
率
を
二

五
％
→
三
〇
％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
４
月
１
日
の
労
働
分
よ
り
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

⑦
看
護
師
長
と
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
問
題 

 

霞
地
区
労
働
者
代
表
が
看
護
師
長
に
昇
進

し
た
こ
と
に
対
す
る
大
学
の
適
格
性
疑
義
を

受
け
て
団
体
交
渉
を
行
な
い
、
給
与
規
則
第
二

四
条
に
規
定
す
る
「
管
理
職
員
」
と
労
働
基
準

法
の
い
わ
ゆ
る
「
管
理
監
督
者
」
と
の
関
係
を

根
本
的
に
再
検
討
し
て
今
年
度
一
杯
を
目
処

に
再
整
理
し
、
「
管
理
職
員
」
か
ら
外
れ
た
職

員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
的
業
務
を
職
務
負

担
に
応
じ
た
手
当
の
支
給
対
象
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

⑧
身
体
障
害
に
応
じ
た
施
設
の
改
善 

 

身
体
に
障
害
を
負
っ
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
施
設
の
改
善
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
組
合
も
支
援
し

て
そ
の
実
現
を
図
り
ま
し
た
。 

⑨
時
間
外
労
働
の
給
与
未
払
分
の
請
求 

 

依
然
と
し
て
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る
給
与

が
適
正
に
支
払
わ
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
り

ま
す
。
相
談
の
あ
っ
た
組
合
員
に
つ
い
て
、
現

在
、
過
去
２
年
間
に
遡
っ
た
請
求
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。  

 

                               (

小
薮)

 

 

（
注
）
①
②
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
特
集

す
る
予
定
で
す
。 

 

 

書
記
局
専
従
体
制
の
不
安
定
さ
か
ら
、
組
合

機
関
紙
「
ひ
ろ
ば
」
の
発
行
が
長
期
に
わ
た
っ

て
滞
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
今
後
は

隔
月
の
ペ
ー
ス
で
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

久
し
振
り
と
な
る
今
回
は
、
こ
の
お
よ
そ
１

年
間
の
主
要
な
、
組
合
の
要
求
に
よ
り
実
現
し

た
事
例
や
取
り
組
み
の
概
略
を
ご
報
告
し
ま

す
。 

 

現
代
社
会
の
中
で
働
く
私
た
ち
は
、
経
営
体

の
論
理
や
理
不
尽
な
対
応
を
強
い
ら
れ
る
場

面
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ
は
法
令
に
違
反
す
る
も

の
で
あ
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
契
約
を
一
方
的

に
不
利
益
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る

い
は
、
担
え
そ
う
も
な
い
大
き
な
負
担
の
押
し

付
け
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
場
合
に
、
ば
ら
ば
ら
の
個
人
で
は
そ
れ

へ
の
対
抗
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

こ
こ
に
労
働
組
合
に
結
集
し
て
対
抗
す
る
意

義
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
労
働
条
件
の
改
善
に

向
け
て
も
同
様
で
す
。 

未
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
方
が
組

合
へ
入
ら
れ
、
共
に
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 

①
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
の
直
営
化
と
雇
用
確
保 

 

保
育
園
利
用
者
ら
に
よ
り
自
主
運
営
さ
れ

て
い
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
」
（
霞
キ
ャ
ン
パ

ス
内
）
を
大
学
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
こ

と
は
園
関
係
者
た
ち
の
か
ね
て
か
ら
の
願
い

で
し
た
が
、
一
方
で
、
民
間
委
託
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
や
園
で
働
く
職
員

の
雇
用
、
保
育
内
容
や
保
育
料
の
変
動
と
い
っ

た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

し
て
、
園
の
職
員
全
員
が
組
合
へ
加
入
し
、
組

合
・
園
職
員
・
保
護
者
・
Ｏ
Ｂ
が
一
体
と
な
っ

て
粘
り
強
く
大
学
と
交
渉
し
た
結
果
、
昨
年
一

〇
月
一
日
に
大
学
直
営
が
実
現
し
、
園
職
員
全

員
の
直
接
雇
用
が
保
障
さ
れ
る
と
と
も
に
保

 

取
り
組
み
報
告 
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